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利益相反の開示

発表者名： 立石 清一郎

今回の講演会に関連して
開示すべき利益相反はありません



新型コロナウイルス感染症
罹患後症状とは
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• 病態は不明（免疫系の異常、ウイルス断片の持続、神経系への影

響、血管系の変化、腸内細菌叢の変化など、様々な仮説）

• COVID-19 罹患後に，感染性は消失したにもかかわらず，他に明

らかな原因がなく，急性期から持続する症状や，あるいは経過の

途中から新たに，または再び生じて持続する症状全般

• 症状・病態が多彩、個人差が大きい

• 罹患後症状が永続するかは不明

• ほかの病態と混在することが疾患の複雑性を増している

新型コロナウイルス罹患後症状（Long COVID）とは
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• 感染から3 カ月以内に出現し持続している症状が１つ以上あると

回答した割合は，約１年後で45％，約２年後で30％

Long COVIDの疫学
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• 標準的診断法・治療法とも確立していない

• 時間の経過とともにその大半は改善するが，一部には社会生活に

大きな制限が生じることもある

• 他疾患の除外が必要

• 治療は対症療法が中心

• 患者は先行きが見えないことによる不安を抱えていることも多く，

今後の見通しや日常生活の過ごし方などの具体的な説明，精神的

なサポートも重要

Long COVIDの特徴
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患者対応フローチャート



Long COVID
治療と仕事の両立支援
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• まずは診断と治療をうけること（治療と仕事の両立支援である）

• 日常生活の回復が優先

• 仕事は日常生活よりも大変（ストレスがある）

• 仕事は成果を求められる

• 職務記述（仕事の具体的内容、例；伝票処理20枚／1時間）

• 安定的に成果を出す必要性

• 成果を出すために体調が悪化しないこと

• 無理をさせない

• 同僚とのバランス

• 配慮は成果を達成するために実施

• 成果は時間軸で見る（点ではなく線で）

両立支援の前提
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両立支援多段階モデル

生活基盤の安定
患者のセルフケア

職場への配慮の要請

確実な診断・治療 • 再発・増悪を防ぐ
• 確実な受診継続

• 日常生活（食事・運動・睡眠）指導
• 悪化させない日常生活
• 金銭的負担の軽減
• 相談体制

• 症状別配慮集
• 安全配慮・広義の合理的配慮など

職
業
能
力
の
維
持

医療

職場職種による配慮可能性の差異

（心身の）ストレスのない
職場は存在しない

確実な
日常生活の支援

ストレス（曝露）・
障壁
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両立支援における課題

【個人要因】治療
１．職業能力の低下

２．心理的負の影響

３．健康リテラシー

４．社会属性

５．家庭背景

【職場要因】仕事
６．仕事の構造上の問題

７．職場のシステム

８．上司・同僚等のサポート

【社会要因】連携
９．多職種・多業種の連携

10．社会資源

自助

公助

共助

Inoue S., BMC Health Service, 2022
doi: 10.1186/s12913-022-08604-z

Structure
System
Support
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患者の困りごとを中心に配慮する、配慮を押し付けない

両立支援実施の際の留意事項

① 安全と健康の確保（安全配慮） 事業者目線

② 労働者本人による取組（自己保健義務） 本人の努力

③ 労働者本人の申出

④ 治療と仕事の両立支援の特徴を踏まえた対応

⑤ 個別事例の特性に応じた配慮

⑥ 対象者、対応方法の明確化

⑦ 個人情報の保護

⑧ 両立支援にかかわる関係者間の連携の重要性

Reasonable accommodation
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配慮の分類

安全配慮≒『医学的』に禁忌

①仕事をさせると持病が悪化する

②事故・災害リスクがある

Reasonable Accommodation

＊広義の合理的配慮

働くための環境や仕組みを整理すれば無理なく働ける

原則、本人の申し出に基づく

要求業務の大幅な変更（Positive Action）

仕事をする上で調整不可能な能力の欠損がある
藤野ら．産業医が実施する就業措置の文脈に関する質的調査．

産業衛生学雑誌 2012; 54 (6): 267–275

集中力低下者に
危険な作業

疲れやすいものに
作業負担軽減

息切れのするものに
潜水作業
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Reasonable accommodation

困りごとを解決するための配慮

14

障害特性と環境が合っていない

⇒「申し出」に基づく配慮
事業者が「合理的な」
範囲で改善を検討

障害は社会の側に存在（障壁）

障壁の変更・調整

動悸

症状・状態

満員電車に
乗れない

定時に
出社できない

発生する状況 仕事への影響
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「コロナの後遺症になったから仕事は半分でいいよ」

→仕事量が少なくて助かる

→もしかして社内キャリアは絶望的？

配慮は

「本人が望むこと」かつ「症状から説明されること」

からスタートする

※安全上の問題がある場合を除く

「押し付け配慮」はボタンの掛け違いのスタートになる

配慮の多義性（両価性）および考え方
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• 作業場の調整

• 作業内容の変更

• スケジュールの調整

• 事業場内ルールの変更

• 本人が安心できる環境整備

• 移動に関連する調整

• 視覚障害・色覚障害・聴覚障害に対する対応

• 内服・食事・血糖管理等に関すること

• アピアランスケア

• 補助具・マスクの使用

• その他

症状別配慮集

Reasonable Accommodationのヒント

理想的にはリストから
本人に選択してもらう

両立支援情報サイトで公開中：
https://www.ryoritsu.dohcuoeh.com/



A 作業場の調整 

A-1 休憩室の整備をする A-2 椅子の配置をする  

A-3 暑すぎない・寒すぎない環境を整備する  

A-4 広い作業スペースを準備する 

A-5 定期的に換気する A-6 分煙・喫煙環境を整備する 

B 作業内容の変更 

B-1 休憩を取りやすい環境を整備する B-2 段階的な業務量の増加を認める 

B-3 テレワーク(在宅勤務)を認める B-4 時差出勤・フレックス勤務を認める 

B-5 残業を免除する・短時間勤務を許可する 

B-6 交代制勤務・夜勤を免除する B-7 出張を免除する 

B-8 身体的負担・精神的負担が大きい作業を免除しほかの作業を任せる 

B-9 仕事の役割・責任を明確にする B-10 裁量度の高い仕事を免除する 

B-11 ひとり作業を免除する 

C スケジュールの調整 

C-1 治療のスケジュールに合わせて勤務形態を検討する 

C-2 納期の短い仕事を任せない  

C-3 受診や体調不良時に休みを取りやすくする 

D 事業内ルールの変更 D-1 制服以外の衣服の着用を許可する D-2 職場の相談先を明確化する 

E 本人が安心できる環

境整備 

E-1 有給休暇を取得しやすい環境を整備する E-2 休暇可能日数を伝える  

E-3 上司などを通じて体調について定期的に確認する 

E-4 必要な配慮について定期的に確認する 

E-5 トイレに行きやすい環境を整備する  

E-6オストメイト対応トイレを整備する 

F 移動に関する調整 

F-1 安全な移動手段を提供する・確保する  

F-2 車いすで移動できる環境を整備する 

F-3 移動が少なくなるよう配置する F-4 段差を少なくする 

F-5 職場に近い駐車場を確保する F-6エレベーターを優先的に利用する 

F-7 通路に視覚障害者誘導用ブロックを設置する 

G 視覚障害・色覚障害・

聴覚障害に対する対応 

G-1 拡大ソフト・拡大鏡を準備する  

G-2 夜間の業務を制限し日中の業務を準備する 

G-3 色覚特性に応じた色を利用する G-4 補聴器の使用を許可する 

G-5 筆談を許可する 

H 内服・食事・血糖管理

等に関すること 

H-1 間食・補食を許可する  

H-2 内服・血糖測定・インスリン自己注射・成分栄養剤を摂取するなどの清 

潔な場所を提供する 

I アピアランス(外見)ケア 
I-1 対人業務が少なくなるよう工夫する I-2 メイクできる部屋を準備する 

I-3 更衣室を一人で利用できるよう工夫する 

J 補助具・マスクの使用 J-1 電動ファン付き呼吸用保護具を準備する J-2 重量物に治具を用いる 

K その他 K-1 困ったときに申し出をしやすい環境を整備する 

 

両立支援カード（配慮集）

アメリカ：Job Accommodation Network
Long COVIDの配慮集



診断書（意見書）の記載例

復職に関する

意見

□ 復職可  条件付き可 □ 現時点で不可（休業：～ 年 月 日）

意見

新型コロナウイルス感染症罹患後症状によると考えられる動悸について治療を

行い一定の改善がみられている。職場復帰にあたり、以下の事項を踏まえたう

えで復帰が可能であると考えられる。

業務の内容について
職場で配慮したほうがよいこと
（望ましい就業上の措置）

例：重いものを持たない、暑い場所での作業は避ける、車の運転は不可、残業を避ける、長期の出張や海外出張は避ける など

注）提供された勤務情報を踏まえて、医学的見地から必要と考えられる配慮等の記載をお願いします。

医学的見地から、満員電車など身動きが取れない状況の時に、動悸が強くなっ
たときには症状がコントロールできなくなることが懸念されるので避けること
が必要です。

その他配慮事項

例：通院時間を確保する、休憩場所を確保する など

注）治療のために必要と考えられる配慮等の記載をお願いします。

当面、2週間に1回の受診が必要です。また、満員電車を避けるためにテレワー
クやフレックス勤務を希望されているのでよく話し合って対応について検討し
てください。

上記の措置期間 ●●年 ●月 ●日 ～ ●●年 ●月 ●日 ←おおむね3か月を目安

厚生労働省：事業場における治療と仕事の両立のためのガイドライン
「職場復帰の可否等について主治医の意見を求める際の様式例」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000115267.html



【症状の種類】
倦怠感・咳など

【安全上の課題】
重量物作業、自動車運転など

【その他の配慮(Reasonable Accommodation)】
休憩しやすい環境、夜勤制限



罹患後症状のマネジメント
産業医学的アプローチ
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職場に求める配慮

1 2 3

医学的・経済的・社会的に合理的であること

過不足のないこと

最終判断は職場が行う

ポイント

環境調整や障壁の
変更・除外を行う配慮

患者の健康や安全を
脅かす状況への配慮

本来業務を行う能力が
損なわれた場合の配慮

例：筋力低下のある患者の
高所作業を制限

例：疲労感・倦怠感の続く患者に
休憩所の利用を許可

例：患者が調理師で味覚異常が
続く場合、担当業務を変更
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Aさん（産業廃棄物処理場勤務・現場作業者，男性，40歳代）

COVID-19罹患後に呼吸機能障害が継続していた．退院時の呼吸機能検
査では軽度の閉塞性換気障害が認められ，呼吸リハビリテーション治療
を受け日常生活レベルまでは回復した．職場内感染であったため，本人
の求めに応じ職場と連携を取り労災申請書類の作成を行った．職場復帰
時に，職場では防じんマスクの着用が必要だったが，労作時の呼吸困難
感が続いていたことから防じんマスク着用での肉体労働を行う際の困難
が予想された．本人の外来受診時に職場の上司も同席し，労働時間を段
階的に増やすこと（6時間勤務からスタート），呼吸負荷の少ない電動
ファン付き呼吸用保護具を利用すること，息切れなどが強い場合に休憩
しやすい環境を整備することで，職場復帰を果たすことができた．

事例 呼吸機能障害が継続する粉じん作業者の対応
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職場に求める配慮

1 2 3

医学的・経済的・社会的に合理的であること

過不足のないこと

最終判断は職場が行う

ポイント

環境調整や障壁の
変更・除外を行う配慮

患者の健康や安全を
脅かす状況への配慮

本来業務を行う能力が
損なわれた場合の配慮

例：筋力低下のある患者の
高所作業を制限

例：疲労感・倦怠感の続く患者に
休憩所の利用を許可

例：患者が調理師で味覚異常が
続く場合、担当業務を変更
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意見書の作成例

復職に関する
意見

□ 復職可  条件付き可 □ 現時点で不可（休業見込み：～ 年 月 日）

●●年●●月発症の新型コロナウイルス感染症罹患後症状に対し、加療を行い就業可能なレベルにまで回復したと考えら

れる。

なお、現時点でも残存している症状は以下のとおり。

□なし

□発熱 呼吸器症状（咳、声のかすれ） 息切れ □頭痛・筋肉痛

□疲労感 □思考・集中力の低下 □味覚・嗅覚の異常 □不眠

□皮膚の異常 □その他（ ）

業務の内容につい
て職場で配慮した
ほうがよいこと

（望ましい就

業上の措

置）

上記の残存症状に対し、医学的に望ましくないと考えられる作業は作業のとおりであるので避けること。
□なし
重量物作業 息切れのする作業 □化学物質の使用

□暑熱作業 □寒冷作業 □粉じん作業 □振動作業
□自動車運転 □危険な機械運転等
□その他（ ）

その他配慮事

項

本人の働きやすい環境を構築するために以下の対応を検討してください。
□なし
休憩しやすい環境や制度の整備

□服装やマスク着用ルールの変更
□夜勤の制限
□残業の制限
□出張の制限
□対人業務の制限
□納期の長い仕事を割り当てる
□テレワーク（在宅勤務）の許可
□継続的な医療機関受診の許可
□上司による定期的な体調確認
□駐車場使用の許可
その他（ 労働時間の短縮，負担の少ない呼吸用保護具の使用 ）
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多職種連携に用いる10の質問⇒コーディネーターが調整

職業能力の低下 呼吸機能低下による重量物作業、通常のDS2マスク使用不可

心理的影響 病気になったことに対するネガティブな思い

健康リテラシー やや乏しい

社会属性 雇用条件が脆弱

家庭背景 家族の支援が得られにくい

仕事の構造 産業廃棄業、配置転換余地がない、マスクは必須

職場システム 産業医あり、復職システムあり

上司・同僚サポート あり

多職種連携 医療ー職場の連携は問題なし、産業保健総合支援センターの介入を期待

社会資源 労災申請中



まとめ

• まずは確実な診断と自助努力をおこなう

• 職場に配慮を求めるときには説明責任がある

• 配慮は安全配慮とReasonable Accommodationがある

• 事例対応を行うときには困っていることベースに対応する

• ひとりで悩まない。チームで解決する
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